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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第67期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第68期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第67期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 919,236 816,5063,895,695

経常利益 (千円) 64,100 52,157 155,374

四半期(当期)純利益 (千円) 7,740 159,411 88,744

純資産額 (千円) 2,450,4022,678,9062,513,187

総資産額 (千円) 4,002,7054,068,0184,137,377

１株当たり純資産額 (円) 82.64 90.34 84.75

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 0.26 5.38 2.99

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 61.2 65.9 60.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △16,556 251,632△100,245

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 304,076 43,590 237,357

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △325,607△105,998△215,527

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 906,7901,055,686866,462

従業員数 (名) 127 118 118

(注) １．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(人) 118(13)

(注) 従業員数は就業人員数（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループ

への出向者を含む）であり、臨時従業員数は（）内に当第１四半期連結会計期間の平均人数を外書で記載してお

ります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(人) 10

(注) 従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時従業員数

は（）内に当第１四半期会計期間の平均人数を外書で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

工業炉燃焼装置関連事業 815,539 △11.1

（内訳）環境装置石油化学部門 325,883 +57.9

工業炉部門 24,369 △73.8

ボイラ用機器部門 86,524 +44.5

工業炉用機器部門 72,904 +10.3

産業機械用機器部門 116,738 △34.7

メンテナンスサービス部門 26,079 +94.1

部品部門 36,629 △44.7

ＨＲＳ部門 107,898 △43.9

電気計装制御部門 18,511 △55.3

その他の事業 967 △35.3

合計 816,506 △11.2

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  金額は、販売価格によっております。
３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

工業炉燃焼装置関連事業 370,301 △69.2 918,345 △39.6

（内訳）環境装置石油化学部門 19,318 △78.4 411,924 +83.2

工業炉部門 48,649 △63.9 99,060 △13.0

ボイラ用機器部門 92,451 △50.0 187,686 △30.2

工業炉用機器部門 24,001 △79.7 55,555 △67.5

産業機械用機器部門 2,492 △96.3 27,704 △86.3

メンテナンスサービス部門 51,065 +10.6 69,334 +47.1

部品部門 59,008 △17.2 33,756 △25.7

ＨＲＳ部門 59,067 △87.1 21,322 △94.9

電気計装制御部門 14,246 △58.3 12,000 △53.7

その他の事業 ─ ─ ─ ─

合計 370,301 △69.3 918,345 △39.7

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

工業炉燃焼装置関連事業 815,539 △11.1

（内訳）環境装置石油化学部門 325,883 +57.9

工業炉部門 24,369 △73.8

ボイラ用機器部門 86,524 +44.5

工業炉用機器部門 72,904 +10.3

産業機械用機器部門 116,738 △34.7

メンテナンスサービス部門 26,079 +94.1

部品部門 36,629 △44.7

ＨＲＳ部門 107,898 △43.9

電気計装制御部門 18,511 △55.3

その他の事業 967 △35.3

合計 816,506 △11.2

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

エフ・ケイ・ケイ商事㈱ 93,600 10.2 ─ ─

三菱化学㈱ ─ ─ 176,748 21.6

三菱マテリアルテクノ㈱ ─ ─ 108,564 13.3

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
４  当第１四半期連結会計期間のエフ・ケイ・ケイ商事㈱については、当該割合が100分の10未満のため記載を省
略しました。

５  前第１四半期連結会計期間の三菱化学㈱及び三菱マテリアルテクノ㈱については、当該割合が100分の10未満

のため記載を省略しました。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

(1) 技術受入契約は、次の通りであります。

    当第１四半期連結会計期間に締結した契約

契約先 国名 内容 契約期間 契約期限

ＳＡＭＩＡ社 イタリア
エレベーテッドフレア装置及びグラ
ンドフレア装置の製造技術

１年間
平成21年４月21日から
平成22年４月20日まで

(注) １  本契約は、昭和57年４月22日に許可になったものであります。

２  上記の技術導入については、製品販売による純売上金額に対し、一定率のロイヤリティを支払うものでありま

す。

３  平成21年４月20日に更新したものであります。

 

(2) 技術供与契約は、次の通りであります。

    当第１四半期連結会計期間に締結した契約

契約先 国名 内容 契約期間

ＳＡＭＩＡ社 イタリア
プロセスヒータ用低ＮＯｘバーナ[ＳＲＧ型、Ｓ
ＲＸ型]の設計、製造技術

平成21年５月６日から
平成22年５月５日まで

ＩＴＲＩ社 台湾
工業用加熱炉、熱処理用リジェネバーナ[ＨＲＳ
型]の設計、製造技術

平成21年５月18日から
平成26年５月17日まで
(以降５年毎の自動延長)

(注)  上記の技術供与については、製品販売による純売上金額に対し、一定率のロイヤリティを受けとるものでありま

す。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が
判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日～平成21年６月30日）におけるわが国経済は、昨年の秋
以降に急速に悪化したした景気に底入れ感があらわれ、株価や一部の生産に回復の兆しがみられたものの、
企業収益の大幅な減少や雇用情勢の悪化による個人消費の低迷など依然として厳しい状況で推移いたしま
した。当社の属する熱処理関連業界におきましては、企業業績悪化にともなう設備投資の冷え込みが一段と
顕著になってきており、需要の減少による受注獲得競争の激化など、一段と厳しい経営環境が続いておりま
す。
このような状況の中、当社グループでは、工業炉燃焼装置関連事業に集中し、積極的な営業活動を展開し
て受注の確保・拡大に努めるとともに、引き続き販売管理費の抑制などの収益体質の強化に取組み、経営の
改善を図りました。
  この結果、新規の受注については非常に厳しい状態ではあったものの、好調だった前年度の受注案件もあ
り売上高は８億１千６百万円となりました。また営業利益は前年同期比20.4％減の５千１百万円、経常利益
は前年同期比18.6％減の５千２百万円、四半期純利益は前年同期と比べ１億５千１百万円増の１億５千９
百万円となりました。
　

(2) 財政状態の分析

  （資産）
流動資産は、前年連結会計年度末に比べて1.9％減少し、28億５千９百万円となりました。これは、現金及
び預金が１億８千８百万円増加し、受取手形及び売掛金が１億９千５百万円、仕掛品が４千９百万円減少し
たことなどによるものです。
固定資産は、前年連結会計年度末に比べて1.1％減少し、12億８百万円となりました。これは、土地及び建
物等を売却したことなどによるものです。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1.7％減少し、40億６千８百万円となりました。

  （負債）
流動負債は、前連結会計年度末に比べて21.1％減少し、７億５千万円となりました。これは、支払手形及び
買掛金が１億７千３百万円減少し、短期借入金が７千万円減少したことなどによるのもです。
固定負債は、前連結会計年度末に比べて5.1％減少し、６億３千８百万円となりました。これは、長期借入
金が２千２百万円、退職給付引当金が１千１百万円減少したことなどによるものです。
この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて14.5％減少し、13億８千９百万円となりました。

  （純資産）
純資産合計は、前連結会計年度末に比べて6.6％増加し、26億７千８百万円となりました。これは、四半期
純利益を１億５千９百万円計上したことなどによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して
21.8％の増加となり、残高は10億５千５百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以
下のとおりであります。
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
当第１四半期連結会計期間において得られた資金は、前年同四半期と比較して２億６千８百万円増加し、
２億５千１百万円の収入となりました。これは、税金等調整前四半期純利益の計上１億９千９百万円や売上
債権の減少額１億９千５百万円などによります。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
当第１四半期連結会計期間において得られた資金は、前年同四半期と比較して２億６千万円減少し、４千
３百万円の収入となりました。前年同四半期には投資有価証券の売却による収入４億４千７百万円が大き
なプラス要因でありましたが、当第１四半期連結会計期間においては、有形及び無形固定資産の売却による
収入７千３百万円があったことなどによります。
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
当第１四半期連結会計期間において使用した資金は、前年同四半期と比較して２億１千９百万円減少し、
１億５百万円の支出となりました。これは、短期借入金の純額の減少が７千万円、長期借入金の返済による
支出３千５百万円となったことなどによります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は10,651千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

  また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 118,610,000

計 118,610,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,653,34229,653,342
ジャスダック証券

取引所
単元株式数は
100株であります。

計 29,653,34229,653,342― ―

(注) 提出日現在の発行数には、平成21年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

平成17年12月20日定時株主総会特別決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年６月30日)

新株予約権の数 (個) 777

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 (株) 777,000

新株予約権の行使時の払込金額 (円)
新株予約権１個につき

483,000

新株予約権の行使期間 平成20年１月15日～平成23年１月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額 (円)

 発行価格              483
 資本組入額            242

新株予約権の行使の条件 (注) 参照

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を受け
なければこれをすることができない。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) ① 権利行使時において、当社および当社関連会社の取締役、監査役、顧問または従業員であることを要する。ただ

し、任期満了による退任、定年退職その他正当な事由のある場合はこの限りではない。

② 新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとする。

③ 各新株予約権の一部行使は認められない。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 29,653,342― 2,091,252― ―
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(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式 200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 29,651,900296,519
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式 1,242 ― ―

発行済株式総数 29,653,342 ― ―

総株主の議決権 ― 296,519 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式22,200株（議決権222個）が含まれて

おります。
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② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＮＦＫホールディ
ングス

神奈川県横浜市鶴見区尻手
２丁目１番53号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年 
４月 ５月 ６月

最高(円) 46 50 88

最低(円) 33 37 53

(注) 株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については監査法人ウィングパートナーズに

よる四半期レビューを受けて、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で）及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人元和による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第67期連結会計年度                                        監査法人ウィングパートナーズ

第68期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間    監査法人元和
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,118,960 930,412

受取手形及び売掛金 ※1
 1,217,237

※1
 1,413,026

原材料及び貯蔵品 150,720 146,119

仕掛品 ※4
 269,601 319,454

その他 107,489 112,377

貸倒引当金 △4,813 △5,825

流動資産合計 2,859,196 2,915,564

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3
 119,357

※2, ※3
 123,968

機械装置及び運搬具（純額） ※3
 9,970

※3
 10,616

その他（純額） ※3
 19,456

※3
 21,315

土地 703,291 ※2
 737,027

有形固定資産合計 852,075 892,927

無形固定資産

のれん 12,281 13,646

その他 24,879 28,146

無形固定資産合計 37,161 41,793

投資その他の資産

投資有価証券 190,147 181,884

長期貸付金 896,000 896,000

その他 185,076 170,570

貸倒引当金 △951,638 △961,363

投資その他の資産合計 319,585 287,092

固定資産合計 1,208,821 1,221,813

資産合計 4,068,018 4,137,377
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 400,636 573,757

短期借入金 50,000 120,000

未払金 58,170 41,849

賞与引当金 33,503 70,853

未払法人税等 18,572 18,366

その他 ※4
 189,861

※2
 128,032

流動負債合計 750,744 952,859

固定負債

長期借入金 16,664 ※2
 39,416

退職給付引当金 330,024 341,826

再評価に係る繰延税金負債 261,105 261,105

その他 30,573 28,983

固定負債合計 638,367 671,331

負債合計 1,389,112 1,624,190

純資産の部

株主資本

資本金 2,091,252 2,091,252

利益剰余金 215,765 56,354

自己株式 △193 △192

株主資本合計 2,306,824 2,147,413

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,929 △16,238

土地再評価差額金 382,011 382,011

評価・換算差額等合計 372,082 365,773

純資産合計 2,678,906 2,513,187

負債純資産合計 4,068,018 4,137,377
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 919,236 816,506

売上原価 599,476 577,474

売上総利益 319,760 239,032

販売費及び一般管理費 ※
 255,669

※
 187,992

営業利益 64,090 51,039

営業外収益

受取利息及び配当金 137 191

仕入割引 1,789 1,800

その他 2,763 1,906

営業外収益合計 4,690 3,898

営業外費用

支払利息 413 425

手形売却損 － 1,826

持分法による投資損失 3,413 413

その他 853 114

営業外費用合計 4,680 2,780

経常利益 64,100 52,157

特別利益

固定資産売却益 － 39,914

投資有価証券売却益 29,353 －

貸倒引当金戻入額 2,575 10,736

償却債権取立益 － 49,415

受取和解金 － 30,000

その他 825 17,624

特別利益合計 32,753 147,691

特別損失

保険解約損 31,644 －

その他 599 10

特別損失合計 32,243 10

税金等調整前四半期純利益 64,610 199,838

法人税、住民税及び事業税 59,162 15,438

法人税等調整額 △2,292 24,988

法人税等合計 56,870 40,426

四半期純利益 7,740 159,411
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 64,610 199,838

減価償却費 8,983 8,848

のれん償却額 1,382 1,364

固定資産除却損 62 －

固定資産売却損益（△は益） － △39,914

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,481 △10,736

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,559 △11,801

受取利息及び受取配当金 △137 △191

支払利息 519 425

工事損失引当金の増減額（△は減少） 12,067 2,509

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,982 △37,349

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,525 1,931

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 702 9,373

持分法による投資損益（△は益） 3,413 413

投資有価証券売却損益（△は益） △28,826 －

保険解約損益（△は益） 31,644 －

売上債権の増減額（△は増加） 51,200 195,788

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,504 45,250

未収入金の増減額（△は増加） 319 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） △18,747 －

その他の流動負債の増減額（△は減少） 13,424 －

仕入債務の増減額（△は減少） △3,033 △173,121

その他 － 75,561

小計 106,591 268,190

利息及び配当金の受取額 137 191

利息の支払額 △519 △425

法人税等の支払額 △122,765 △16,323

営業活動によるキャッシュ・フロー △16,556 251,632

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,422 △5,730

定期預金の払戻による収入 － 6,407

投資有価証券の取得による支出 △142,424 △2,414

投資有価証券の売却による収入 447,423 47

有形及び無形固定資産の取得による支出 － △11,586

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 73,575

貸付けによる支出 － △15,000

貸付金の回収による収入 1,500 1,000

その他 － △2,707

投資活動によるキャッシュ・フロー 304,076 43,590

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △320,000 △70,000

長期借入れによる収入 9,201 －

長期借入金の返済による支出 △14,808 △35,997

自己株式の取得による支出 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △325,607 △105,998

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △38,086 189,224

現金及び現金同等物の期首残高 944,877 866,462

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 906,790

※
 1,055,686
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

(会計処理基準に関する事項の変更)

売上高及び売上原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額５千万円以上の工事については工事進行基準を、そ

の他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第

15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19

年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗

部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。これによる損益及びセグメント情報に与える影響

はありません。

　

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書)

前第１四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローに区分掲記していた「未収入金の増減

額（△は増加）」、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」及び「その他の流動負債の増減額（△は減

少）」は、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示することにしております。

  なお、当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めた「未収入金の増

減額（△は増加）」は974千円、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」は△7,075千円、「その他の流動負債

の増減額（△は減少）」は96,038千円であります。

　

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

(棚卸資産の評価方法)

当第１四半期連結会計期末における棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る実地棚

卸を基礎として、合理的な方法により算出しております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

(連結納税制度の適用)

当第１四半期連結会計期間より、当社を連結納税親会社とする連結納税制度を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１  受取手形割引高は80,000千円であります。

※２  担保に供している資産及び担保付債務

────────　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　

　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　

　 　 　
　 　 　

　

　 　 　
 

※３  有形固定資産の減価償却累計額は574,202千円で

あります。

※４  たな卸資産及び工事損失引当金の表示

損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品と

工事損失引当金は、相殺せず両建てで表示してお

ります。

  損失発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品の

うち、工事損失引当金(流動負債の「その他」に含

まれる2,589千円)に対応する額は13,520千円であ

ります。

  ５  偶発債務

次の者の借入債務に対して債務保証を行っており

ます。

松 尾    隆 400,000千円　
 

※１  受取手形割引高は182,793千円であります。

※２  担保に供している資産及び担保付債務

(担保提供資産) 　 　
　 　 　
建物 412千円　
土地 33,736千円　

計 34,149千円　
　 　 　
(担保付債務) 　 　
　 　 　
長期借入金 31,925千円　

（一年以内返済予定含む） 　 　
　 　 　

　

　 　 　
 

※３  有形固定資産の減価償却累計額は596,937千円で

あります。

※４          ────────────

 

 

 

 

  ５  偶発債務

次の者の借入債務に対して債務保証を行っており

ます。

松 尾    隆 400,000千円　
 

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日 
  至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年６月30日)

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与 84,581千円　

賞与引当金繰入額 12,077千円　

退職給付費用 3,429千円　

法定福利費 21,221千円　

支払手数料 63,393千円　

役員退職慰労引当金繰入額 2,525千円　

減価償却費 2,447千円　

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与 75,573千円　

賞与引当金繰入額 11,289千円　

退職給付費用  1,684千円　

法定福利費 12,575千円　

支払手数料 37,657千円　

役員退職慰労引当金繰入額  1,931千円　

減価償却費 2,356千円　

 

　

EDINET提出書類

株式会社ＮＦＫホールディングス(E01648)

四半期報告書

21/30



(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日 
  至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 945,836千円

有価証券 218,586〃

計 1,164,423千円

預入期間が３か月超の定期預金 △39,045〃

MMF及びCP以外の有価証券 △218,586〃

現金及び現金同等物 906,790千円
 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,118,960千円

計 1,118,960千円

預入期間が３か月超の定期預金 △63,274〃

現金及び現金同等物 1,055,686千円

 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１

日  至  平成21年６月30日)

　

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,653,342

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 256

　

３  新株予約権に関する事項

    該当事項はありません。

　
４  配当に関する事項

    当四半期連結会計期間における四半期連結累計期間において行われた配当はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

      株主資本の金額について、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。
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(リース取引関係)

前連結会計年度末と比較して、リース取引残高に著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動

はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当四半期会計期間末におけるストック・オプション等関係の四半期連結財務諸表への重要な影響は

ありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自  平成20年４月１日  至  平成20年６月30日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

917,741 1,495 919,236 ─ 919,236

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 99,751 99,751 (99,751) ―

計 917,741 101,2461,018,987(99,751)919,236

営業利益 174,356 98,385 272,741(208,651)64,090

（注）１  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

      ２  各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業  ・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

815,539 967 816,506 ─ 816,506

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 107,243 107,243(107,243) ―

計 815,539 108,211 923,750(107,243)816,506

営業利益 132,936 103,297 236,234(185,194)51,039

（注）１  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

      ２  各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業  ・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自  平成20年４月１日  至  平成20年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する支店又は連結子会社がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する支店又は連結子会社がないため、該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ＮＦＫホールディングス(E01648)

四半期報告書

24/30



【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自  平成20年４月１日  至  平成20年６月30日）

　
　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 160,104 120,481 48,447 329,033

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 919,236

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

17.4 13.1 5.3 35.8

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本国以外の区分に属する主な国又は地域

  ①  Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

  ②  Ｂ地域・・・・東南アジア

  ③  その他の地域・・・・中東、欧米、南米

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）

　
　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 72,053 41,792 23,416 137,262

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 816,506

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

8.8 5.1 2.9 16.8

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本国以外の区分に属する主な国又は地域

  ①  Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

  ②  Ｂ地域・・・・東南アジア

  ③  その他の地域・・・・中東、欧米、欧州、南米

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（１株当たり情報）

１. １株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 90.34円
　

　 　

　 84.75円
　

　

２. １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0.26円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 5.38円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

２. １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日 
  至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 7,740 159,411

普通株式に係る四半期純利益(千円) 7,740 159,411

普通株式に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,653,155 29,653,086

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

新株予約権１種類（新株
予約権の総数782個）

新株予約権１種類（新株
予約権の総数777個）

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成20年８月14日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会　御中

　

監査法人ウィングパートナーズ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　赤坂満秋　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　市島幸三　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＦＫホールディングスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連

結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子

会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

追記情報

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況の注記に記載されている通り、会社グループは当第

１四半期連結会計年度においては、64,090千円の営業利益及び7,740千円の四半期（当期）純利益を計上して

いるが、営業活動によるキャッシュ・フローが16,556千円のマイナスであり、前連結会計年度まで当期純損失

を継続して計上していることにより、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する

施策は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような

重要な疑義を四半期連結財務諸表には反映していない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年８月13日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会　御中

　

監査法人元和

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　倉岡隆典　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　來嶋真也　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＦＫホールディングスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連

結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日

から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子

会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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